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衆
議
院
議
員
櫻
井
周
君
提
出
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
の
閉
会
後
の
施
設
の
処
分
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
の
パ
ビ
リ
オ
ン
な
ど
の
施
設
等
」
の
具
体
的
な
範
囲
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
令
和
七
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
博
覧
会
（
以
下
「
博
覧
会
」
と
い
う
。
）
の
準
備
及
び
運
営
を
行
う
公
益
社
団
法
人
二

〇
二
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
（
以
下
「
博
覧
会
協
会
」
と
い
う
。
）
が
、
博
覧
会
に
当
た
っ
て
建
設
す
る
施
設
の
解
体

に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
二
千
三
百
五
十
億
円
」
に
含
ま
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

 
 

当
該
解
体
に
要
す
る
費
用
を
含
め
、
御
指
摘
の
「
二
千
三
百
五
十
億
円
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
、
今
後
の
物
価
上

昇
を
見
込
ん
だ
上
で
、
予
期
で
き
な
い
更
な
る
物
価
上
昇
等
に
対
応
す
る
た
め
の
金
額
も
見
積
も
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
承

知
し
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
更
に
増
額
さ
れ
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
。 

二
及
び
三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
博
覧
会
協
会
に
お
い
て
、
博
覧
会
協
会
が
令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
に
策
定
し
た
「
二
〇
二
五

年
日
本
国
際
博
覧
会
基
本
計
画
」
に
示
さ
れ
た
「
大
阪
・
関
西
万
博
は
、
そ
の
運
営
に
お
い
て
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
を
実
現
す

る
た
め
、
環
境
や
社
会
へ
の
影
響
を
適
切
に
管
理
し
、
持
続
可
能
な
万
博
の
運
営
を
目
指
す
。
」
及
び
「
リ
サ
イ
ク
ル
素
材



 

２ 

 

や
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
部
材
を
積
極
的
に
活
用
す
る
等
３
Ｒ
に
取
り
組
み
、
資
源
の
有
効
利
用
を
図
る
。
」
と

の
考
え
方
の
下
、
こ
れ
ま
で
、
令
和
四
年
一
月
二
十
四
日
に
、
博
覧
会
協
会
が
整
備
す
る
会
場
施
設
や
設
備
等
の
博
覧
会
の

閉
会
後
に
お
け
る
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
等
に
よ
る
有
効
活
用
に
関
す
る
提
案
を
民
間
事
業
者
、
公
的
団
体
等
か
ら
募
集

し
、
同
年
四
月
八
日
に
当
該
募
集
に
寄
せ
ら
れ
た
提
案
の
結
果
の
概
要
を
公
表
す
る
な
ど
し
て
き
て
お
り
、
今
後
、
当
該
提

案
を
踏
ま
え
て
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
等
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
く
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
「
半
年
の
開

催
期
間
の
た
め
に
施
設
を
建
設
し
て
解
体
す
る
の
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
規
定
す
る
「
天
然
資
源
の
持
続
可
能
な
管
理
と
効
率

的
な
利
用
」
に
反
す
る
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。 


